
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 a 57 49 83.7% a 1.00

2 a 160,368 127,879 125.4% a 1.00

3 ‐ 2 1 - b 1.00

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

aaaa ａａａａ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
言言言言えないえないえないえない

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

57 151 35 20

12.9% 34.1% 7.9% 4.5%

bbbb ｂｂｂｂ

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

27年度27年度27年度27年度

28年度評価28年度評価28年度評価28年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市MICE戦略２０２０

担当局・部室

上位政策 9　観光

産業観光局・観光MICE推進室

施策番号 0903090309030903

施策名
国際国際国際国際MICEMICEMICEMICE都市都市都市都市～～～～国際会議国際会議国際会議国際会議，，，，企業研修旅行企業研修旅行企業研修旅行企業研修旅行，，，，イベントイベントイベントイベント等等等等によるによるによるによる国際集客都市国際集客都市国際集客都市国際集客都市
～～～～へのへのへのへの飛躍飛躍飛躍飛躍

　ＭＩＣＥの誘致・振興は，京都ブランド・都市格の向上，市民生活の活性化，経
済効果など，社会的及び経済的両面において京都の都市活力を支え，向上させるも
のであるとともに，京都観光の質の向上に寄与することが期待され，都市戦略とし
て全市を挙げてＭＩＣＥの誘致・振興に取り組む。

概要

‐

b

‐

443

‐

2

3

cccc

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

‐ - -

‐ - -

4

‐

‐

コンベンション開催件数の世界順位（位）

コンベンション参加者数（人）

コンベンション外国人参加者比率の国内順位
（位）

‐

‐

‐

‐

28年度回答28年度回答28年度回答28年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

54

26年度26年度26年度26年度

127,879

設問設問設問設問 26年度26年度26年度26年度

京都は，国際会議などが盛んに開かれるMICE
（企業のミーティング，企業研修旅行，国際会
議，イベントなどの総称）都市になってきてい
る。

b

‐

‐

‐

d

180

40.6%

27年度27年度27年度27年度

b

１

‐

bbbb

‐ - -

‐ - -



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ａ b

☑

☑

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

80,599 88,873

9,266 15,959

10,070 20,070

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

総合企画局

4

5

6

7

8

9

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

事業費の状況（千円） 28年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局

産業観光局

産業観光局

27年度
決算額

28年度
予算額

1 コンベンション等MICE推進事業 普通

2 グローバルＭＩＣＥ都市としてのＭＩＣＥ戦略推進事業 普通

3 国立京都国際会館・多目的ホールへの京都らしい設えの実施と2,500人規模から5,000人規模への拡充整備の促進 －

27
年
度

B

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

　観光客だけでなく市民にとっても満足度の高い観光振興を図ることを目的としており，市民生活実感評
価を重視して評価することが妥当であると考えるため

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

26
年
度
Ｂ

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

重み付け
BBBB

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がかなりがかなりがかなりがかなり達成達成達成達成されているされているされているされている

☑　市民の実感□　客観指標

10

11

12

13

14

15
＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

・平成26年10月に策定した「京都市MICE戦略2020」に基づき，京都文化交流コンベンションビューローと
連携のうえ，京都の多様な魅力を活用しながら，開催支援メニューの充実，産学公連携の強化など，主催
者が京都を選択しやすい環境を整えることで，京都にふさわしいMICE誘致の強化を図る。



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 83.7%

数値 目標年次 達成度

数値 35 32年度 37.1%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

‐ a aaaa

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 125.4%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

d a aaaa

担当課 観光MICE推進室 連絡先 ７４６７４６７４６７４６－－－－２２５５２２５５２２５５２２５５

施策名施策名施策名施策名 0903090309030903
国際国際国際国際MICEMICEMICEMICE都市都市都市都市～～～～国際会議国際会議国際会議国際会議，，，，企業研修旅行企業研修旅行企業研修旅行企業研修旅行，，，，イベントイベントイベントイベント等等等等によるによるによるによる国際集客都市国際集客都市国際集客都市国際集客都市
～～～～へのへのへのへの飛躍飛躍飛躍飛躍

指標名指標名指標名指標名 コンベンションコンベンションコンベンションコンベンション開催件数開催件数開催件数開催件数のののの世界順位世界順位世界順位世界順位（（（（位位位位））））

数値 根拠

平成25年実績（55位）と平成32年
度目標値から各年度の目標を等差
的に設定（年2.86順位上昇）

備考

1年間に京都市域内で開催された会議で，日本を含め3箇国以上から総勢50名以上の参加のあった国際会議件数の世
界順位

経済，文化，国際交流等の様々な分野への波及
効果を伴う国際MICE都市の実現に向けた進捗状
況を示す指標

出典：国際会議協会（ＩＣＣＡ）「国際会議開催統計」

前回数値 最新数値
推移

単年度目標値

26年度 27年度

54 57 3位下降 49

根拠

京都市MICE戦略２０２０

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

当該指標については，民間部門の寄与度
が比較的高いことや景気動向にも影響を
受けるため，80％以上をａ，以下20％刻
みで基準を設定した。

全国順位
中長期目標

指標名指標名指標名指標名 コンベンションコンベンションコンベンションコンベンション参加者数参加者数参加者数参加者数（（（（人人人人））））

担当課 観光MICE推進室 連絡先 ７４６７４６７４６７４６－－－－２２５５２２５５２２５５２２５５

数値 根拠

過去5年間の最高値

備考

1年間に京都市域内で開催された会議で，日本を含め3箇国以上から総勢50名以上の参加のあった国際会議に参加し
た人数

経済，文化，国際交流等の様々な分野への波及
効果を伴う国際MICE都市の実現に向けた進捗状
況を示す指標

出典：京都文化交流コンベンションビューロー「京都開
催の国際会議」，日本政府観光局（ＪＮＴＯ）「国際会
議統計」

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年 27年

127,879 160,368 32,489人増 127,879

数値の公表時期の関係によ
り，評価は暫定値で行う。
前回数値については実数に修
正している。

根拠

最新の数値が過去5年間の
a：最高以上
b：上中間値（最高値と平均値の中間値）以
上～最高値未満
c：平均値以上～上中間値未満
d：下中間値（平均値と最低地の中間値）以
上～平均値未満
e：下中間値未満

各年度の具体的な数値目標の設定が困難
であるため，過去5年間の数値の推移で
評価する。

最高値　127,879人（平成26年）
平均値　106,038人
最低値　 84,391人（平成23年）

全国順位
中長期目標



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 -

数値 目標年次 達成度

数値 1 32年度 -

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

‐ ‐ bbbb

担当課 観光MICE推進室 連絡先 ７４６７４６７４６７４６－－－－２２５５２２５５２２５５２２５５

施策名施策名施策名施策名 0903090309030903
国際国際国際国際MICEMICEMICEMICE都市都市都市都市～～～～国際会議国際会議国際会議国際会議，，，，企業研修旅行企業研修旅行企業研修旅行企業研修旅行，，，，イベントイベントイベントイベント等等等等によるによるによるによる国際集客都市国際集客都市国際集客都市国際集客都市
～～～～へのへのへのへの飛躍飛躍飛躍飛躍

指標名指標名指標名指標名 コンベンションコンベンションコンベンションコンベンション外国人参加者比率外国人参加者比率外国人参加者比率外国人参加者比率のののの国内順位国内順位国内順位国内順位（（（（位位位位））））

1年間に京都市域内で開催された会議で，日本を含め3箇国以上から総勢50名以上の参加のあった国際会議に参加し
た外国人比率の国内主要都市（グローバルMICE戦略都市及び強化都市7都市）順位1位の堅持

経済，文化，国際交流等の様々な分野への波及
効果を伴う国際MICE都市の実現に向けた進捗状
況を示す指標

出典：日本政府観光局（ＪＮＴＯ）「国際会議統計」

前回数値 最新数値
推移

目標値

25年 26年 数値 根拠

１ 2 1位下降 1 国内主要都市順位1位の堅持

全国順位
中長期目標

備考
算定に用いるデータの収
集期間の関係から，平成
26年値が最新となる。

根拠

京都市MICE戦略２０２０

最新数値が
a：1位
b：2位
c：3位
d：4位
e：5位以下

当該指標については，民間部門の寄与度が
比較的高く，景気動向にも影響を受けるも
のの，目標を上回ることは不可能ではない
ため，1位をａとし，以下，
bを2位
cを3位
dを4位
eを5位以下
とする。


